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飛騨・世界生活文化センターの今後の方針について、丁寧な対応を求める意見書

県は、飛騨・世界生活文化センターについて、よりよい活用を考えて行きたいとして、

令和８年４月からの利用制限および同年９月末での閉鎖方針を示し、あわせて有効活用策

に関するサウンディング型市場調査を行うことについて令和７年１１月に利用者・関係者

への説明会を開催した。なお、令和９年度の再開を目指すとの報道もなされている。

しかしながら、今回の説明や情報提供は、利用者・関係者に対し十分であったとは言い

難く、その対応が唐突であるとの受け止めが広がっている。実際、定期的に利用してきた

団体からは、代替会場の不足や活動継続の見通しが立たないことによる不安の声が寄せら

れている。

飛騨・世界生活文化センターは、県が広域的な地域振興拠点として整備し、長年にわた

り文化・芸術活動、地域交流、産業振興等を支えてきた公共性の高い施設である。また、

岐阜県文化芸術振興条例第３条では、「県は文化芸術振興施策の推進に当たっては、県民の

意見を十分に把握し、その意見を当該施策に反映させるよう努めるものとする」と定めて

いる。

今回の県の対応は条例に規定された県民の意見を十分に把握したものではなく、当該施

設の将来方針を検討するにあたっては、利用者の実態と地域への影響を丁寧に把握し、十

分な対話と説明を尽くすことが必要である。

よって、本議会は岐阜県に対し、飛騨・世界生活文化センターの今後の方針について、

県民である利用者・関係者の意見の十分な把握とともに、丁寧に対応するよう要望する。

以上、地方自治法第９９条により意見書を提出する。

令和７年１２月１９日
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